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は右旋サ-カス運動を行い所謂永久的なす-カス運動を行うのを見た｡而して此のサ-カス運




























































1 9 31 3．4 194 180 14．0
2 8 30 3．7 217．3 215 2．3
3 11 31 2．8 160．3 154 6．3
4 10 41 4．1 234．8 231 3．8
5 9．5 30 3．2 183．2 180 3．2
6 8 37 4．6 263．4 265 1．6
7 10 45 4．51 257．7 261 3．3
8 13 34 2．6 148．9 138 10．9
9 18 30 1．6 91．6 90 1．6
10’ 11 37 3．3 189．0 190 1．0
考 察
　以上の實験結果より左右敦れか一方側の脳を損傷した個体は必す非損傷側へ轡曲し而もその
方向へのみ一方的なサーカス蓮動を行うのは次の如き機制によるものと考えられる。尤も無手
術正常なる佃体は必す光の方へ直進し叉方直轄換をも行うことは、J．Lo由の走光性定位機制
に於ける筋張力説（Muscle　tenslon　theory）によつて幼虫の形態的相稻面は同時に生理的並に
動的相欝面であり、　同一時悶内に生成される光化學反慮物質は爾眼に於て相等しく從つて興奮
した脳中椹よりのインプルスは傳達せられて實行器たる筋肉の相稻…面の張力が均等になるから
虫は直進し又その張力の差は張力の大なる方への方向轄換を行うというPπincipleに從下えるが
本實験に於ける脳組織の損傷はその機能的均等が破られ、　手術側の脳の機能低下は支配下の筋
張力が蓑える結果非手術側の筋は自然一：力的に緊張し同側の名環節筋の緊張は全俸としてのそ
の側への轡曲を招來する。即非損傷側へ轡曲した弧制姿勢を執り而も斯る弧制姿勢が持績せ
られるのである。而してモンシ・テフ幼虫の歩行形式は1他O典型的鱗翅目幼虫と同様に先づ
尾脚を前方へ途り次で順次前斯の脚を順者りに前進移動させると同時に名体環節も前方へ逸ら
れる。この時個，々に轡曲した各環節が、轡曲した全体として前方へ逸られる結果一方側へのサ
ーヵス運動箏弧制されることになる。而して手術側の筋肉弛緩の度が高い程、体の轡曲度が高
度となるからそのmaXlmUmに於ては圓輪型の体形を以てminimUmのコースを通過する如く
歩み、　それより低度の弛綾の場合は轡曲度も低度となるが故に漸次牛径大なるサーカス蓮動即
圓弧型蓮動を行うようになるようであつて此種脳損傷に基因するサーカス蓮動の場合箪眼の存
在とは無關係に旋回運動を行うことは著者のバツタ、ハナアブの實験によつて明かである。
　街被實験個体の進路追跡の現實が其牛径に少しづつすれのあるのは嚴格なる意味に於て脳機
能の全面的逸晩ではない爲めに手術側の紳経中椹機能は多少は存在し得るから且又生物体なる
．が故に歩行運動中、体の轡曲度にはある限度内に於ける増減が可能であつて嚴格なる意味での
同一牛径保持が不可能なのであると考えられるQ
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